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は
じ
め
に

　
「
漢
字
作
品
制
作
研
究
」
と
銘
打
ち
、
古
典
へ
の
取
り
組
み
か
ら
の
展
開
を

目
標
に
、
試
行
錯
誤
の
遅
々
た
る
歩
み
を
続
け
て
早
十
年
。
現
在
は
里
邪
秦
簡

や
睡
虎
地
秦
簡
を
軸
に
、
秦
隷
を
作
品
に
生
か
す
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　

古
代
文
字
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
理
由
は
、先
師
青
山
杉
雨
氏（
一
九
一
二
～

九
三
）
の
影
響
が
最
も
大
き
い
。
金
石
の
文
字
資
料
に
帖
学
の
筆
法
を
用
い
、

現
代
の
壁
面
芸
術
と
し
て
確
立
さ
せ
た
独
特
の
表
現
は
、
今
改
め
て
見
て
も
斬

新
で
あ
り
、
古
代
文
字
に
生
命
の
躍
動
感
を
宿
ら
せ
た
偉
業
と
解
釈
で
き
る
。

「
臨
石
鼓
文
」（
一
九
八
八
）
は
、
東
周
期
金
文
へ
の
興
味
を
振
り
返
り
、
改
め

て
周
到
な
用
意
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
緊
張
感
宿
る
書
風
で
、
古
代
文
字
の
構

築
性
と
行
書
的
な
運
筆
が
融
合
し
た
独
自
の
世
界
を
紡
ぎ
出
し
た
。
さ
ら
に
同

年
発
表
の
「
黒
白
相
変
」
は
、
そ
の
学
書
を
発
展
さ
せ
た
揺
る
ぎ
な
い
大
字
作

品
と
し
て
、
観
る
者
を
惹
き
つ
け
て
止
ま
な
い
。

　

こ
の
業
績
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
表
現
の
一
端
で
も
継
承
し
た
い
と

願
う
上
で
は
、
東
周
期
か
ら
秦
の
肉
筆
資
料
で
あ
る
簡
牘
の
書
風
を
探
究
す
る

こ
と
は
、
実
に
自
然
な
こ
と
と
思
う
。
簡
牘
に
は
、
古
代
文
字
の
字
形
を
基
盤

に
、
運
筆
の
連
続
性
や
筆
画
の
省
略
、
つ
ま
り
行
草
書
の
用
筆
法
や
結
構
法
も

見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
青
山
氏
の
古
代
文
字
作
品
の
多
く
を
占
め
る
、
少
字
数
の
こ
と
ば
に

も
着
眼
し
た
い
。
青
山
氏
は
、
鑑
賞
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
で
き
る
だ
け
分
か

り
や
す
い
こ
と
ば
を
活
用
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
拙
稿
で
も
、
書

風
の
理
解
か
ら
少
字
数
を
題
材
と
し
た
作
品
制
作
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
。

　

簡
牘
の
書
風
が
有
す
る
デ
ィ
テ
ー
ル
を
重
視
し
、
同
様
に
壁
面
芸
術
と
し
て

作
品
制
作
研
究

―
文
字
資
料
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
生
か
し
て
―
（
Ⅲ
）
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の
書
表
現
を
探
究
す
る
の
が
当
研
究
の
目
標
で
あ
る
。
臨
書
の
精
習
か
ら
、
他

の
書
風
と
違
う
デ
ィ
テ
ー
ル
を
見
出
し
、
構
成
上
の
核
と
し
て
作
品
表
現
（
全

体
性
・w

holeness

）
へ
と
昇
華
さ
せ
た
い
。
書
風
の
特
徴
を
大
き
く
活
用
し

て
作
品
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
で
、
書
道
文
化
の
研
究
者
と
し
て
の
一
面
を
担

え
る
よ
う
に
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
も
、
継
続
す
る
秦
隷
を
素
材
と
し
た
二
年
間
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
探

究
を
重
ね
る
ご
と
に
、
書
表
現
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
、
自
分
な

が
ら
面
白
い
。
新
た
に
出
版
さ
れ
る
図
版
資
料
も
活
用
し
て
、
デ
ィ
テ
ー
ル
か

ら
全
体
性
へ
と
発
展
さ
せ
る
作
品
制
作
の
探
究
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
睡
虎
地
秦
簡
を
題
材
と
し
た
作
品
制
作

（
Ⅰ
）
臨
睡
虎
地
秦
簡

（
二
二
七
㎝
×
五
二
㎝
×
三
幅
、
二
〇
一
二
年
七
月
・
四
国
大
学
交
流
プ
ラ
ザ
）

　

今
回
の
作
品
展
示
テ
ー
マ
は
「
阿
波
」。
徳
島
の
こ
と
を
、『
古
事
記
』
神
代

記
は
「
粟
国
」、
景
行
記
に
至
っ
て
「
阿
波
国
」
と
な
る
。
そ
こ
で
睡
虎
地
秦

簡
中
で
、「
阿
波
」
の
も
と
で
あ
る
「
粟
」
の
字
が
あ
る
部
分
（「
秦
律
雑
抄
」）

を
臨
書
し
て
作
品
化
す
る
こ
と
に
し
た
。
簡
に
筆
書
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す

る
た
め
に
、
縦
長
形
式
の
紙
面
に
、
行
間
を
ス
ッ
キ
リ
空
け
て
ま
と
め
る
章
法

と
し
た
。

　

簡
上
に
字
間
も
整
然
と
筆
書
さ
れ
た
原
本
の
書
風
か
ら
は
、
次
の
デ
ィ
テ
ー

ル
が
特
長
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

①
太
め
の
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
や
や
刷
毛
状
の
線
質

②
横
画
を
強
調
し
た
扁
平
な
字
形

③
丸
い
転
折
部
に
よ
り
丸
味
を
帯
び
た
字
形

④
右
上
が
り
に
整
っ
た
文
字
の
構
造

⑤
後
の
波
磔
に
つ
な
が
る
よ
う
な
筆
勢

⑥
右
下
方
向
へ
は
筆
の
太
い
面
を
活
用

⑦
左
下
方
向
へ
は
筆
の
細
い
面
を
活
用

⑧
字
間
を
ス
ッ
キ
リ
空
け
る
章
法

　

睡
虎
地
秦
簡
で
は
、「
法
律
答
問
」
が
①
お
よ
び
②
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
激
し

く
強
調
さ
れ
て
い
て
線
の
肥
痩
が
大
き
く
、
肥
線
部
が
書
風
の
濃
密
さ
を
演
出

し
て
い
る
。
肥
線
部
の
ペ
タ
ッ
と
し
た
印
象
が
、
角
張
っ
た
筆
画
の
特
徴
に
直

結
し
て
い
て
、
④
の
特
徴
と
相
ま
っ
て
視
覚
的
な
個
性
を
放
つ
。

　
「
法
律
答
問
」
の
筆
画
に
や
や
丸
味
を
加
え
た
の
が
「
為
吏
之
道
」。「
法
律

答
問
」
の
よ
う
に
字
間
を
詰
め
る
章
法
で
、
濃
密
さ
で
も
共
通
し
て
い
る
。
た

だ
、
縦
長
の
字
形
が
混
じ
り
、
そ
の
た
め
④
は
や
や
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、「
效
律
」
は
縦
長
の
字
形
も
盛
り
込
み
な
が
ら
、
⑤
も
伸
び
や
か
で

字
間
も
明
る
い
。「
秦
律
雑
抄
」
は
、
③
の
文
字
構
造
が
特
徴
で
、
そ
の
書
風

の
中
に
、
①
②
、
④
～
⑧
を
巧
み
に
盛
り
込
ん
だ
完
成
度
の
高
さ
か
ら
、
睡
虎

地
秦
簡
を
代
表
す
る
書
風
と
言
え
る
。

　

②
と
は
言
え
、
筆
画
に
よ
っ
て
は
縦
長
の
字
形
も
あ
り
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
ま
と
ま
っ
た
全
体
性
は
特
筆
す
べ
き
書
風
。
③
の
特
徴
か
ら
親
し
み
や
す

さ
も
表
出
さ
せ
た
い
。

　

臨
書
部
分
は
、「
貲
」
字
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
罪
を
あ
が
な
う
金
額
や
労
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役
を
列
記
し
た
内
容
。
淡
々
と
し
た
筆
書
が
、
全
体
性
を
よ
り
高
め
て
い
る
。

画
数
の
少
な
い
「
一
」「
二
」
を
筆
頭
に
、
重
複
す
る
文
字
を
違
和
感
な
く
配

置
し
て
い
く
こ
と
、
画
数
に
よ
る
密
度
の
変
化
を
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。
と
く
に
、
密
度
の
変
化
を
調
整
す
る
た
め
に
多

用
し
た
の
は
側
筆
で
あ
る
。
行
草
書
で
活
用
す
る
側
筆
は
、
単
純
な
筆
画
に
厚

み
を
加
え
る
の
に
有
効
で
、
特
に
草
書
で
は
、
簡
略
化
し
た
点
や
線
な
ど
に
、

重
み
や
圧
力
を
加
え
る
の
に
は
欠
か
せ
な
い
筆
遣
い
で
あ
る
。
紙
へ
の
筆
書
が

普
及
し
た
、
書
聖
王
羲
之
の
放
っ
た
革
新
的
な
表
現
方
法
で
あ
る
。

　

簡
牘
の
時
代
に
遡
っ
て
、
こ
の
筆
遣
い
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
青
山
氏
の
書

業
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
鋳
込
ま
れ
た
文
字
に
生
命
感
あ
る
筆
致
を
盛
り
込
ん
だ

こ
と
は
革
新
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
淡
々
と
し
た
書

風
に
強
弱
を
加
え
、
墨
の
潤
渇
に
よ
っ
て
行
間
の
余
白
を
強
調
し
た
の
が
完
成

作
品
で
あ
る
。

　

罪
を
あ
が
な
う
規
定
の
内
容
か
ら
、
筆
書
速
度
を
遅
く
し
、
や
や
渋
め
の
表

現
に
ま
と
め
た
。
強
い
て
言
う
な
ら
、
鋭
く
左
右
へ
放
つ
細
線
が
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
。
一
字
と
し
て
は
重
い
表
現
に
、
ほ
ん
の
少
し
軽
や
か
さ

を
加
え
て
密
度
を
彩
っ
た
。
ま
た
、
側
筆
を
多
用
し
た
縦
長
の
楷
書
の
落
款
は
、

本
文
と
同
様
の
ト
ー
ン
と
な
る
よ
う
に
配
字
し
た
。

　

青
山
氏
は
、「
書
と
い
う
も
の
の
理
想
は
、
生
々
し
い
視
覚
性
と
、
書
者
の

人
間
性
の
兼
ね
合
い
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
鮮
や
か
な
表
現
」
と
述
べ
、
そ

の
意
義
に
お
い
て
、
簡
牘
の
書
風
は
さ
ら
に
重
要
視
す
べ
き
と
記
し
て
い
る
（
注
一
）。

い
つ
も
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
ば
を
理
解
し
て
い
な
が
ら
も
、
奥
深
い
と
こ
ろ
に

あ
る
見
識
に
直
結
し
た
表
現
は
、
ま
さ
に
「
仰
之
弥
高
、
鑚
之
弥
堅
」
と
の
思

い
ば
か
り
で
、
当
然
今
回
の
取
り
組
み
に
も
帰
結
で
き
て
は
い
な
い
が
、
ス
ッ

と
運
筆
す
る
簡
牘
の
書
風
に
、
筆
圧
を
加
え
て
木
訥
と
し
た
表
現
と
し
て
仕
上

げ
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
。

（
Ⅱ
）
臨
睡
虎
地
秦
簡

　
　
（
二
二
七
㎝
×
五
二
㎝
、
二
〇
一
二
年
八
月
・
崇
城
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　

大
東
文
化
大
学
卒
業
生
（
熊
本
県
）
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
作
品
展
へ
の
出
品

作
。「
秦
律
雑
抄
」
の
書
風
に
縦
長
の
字
形
を
加
え
た
「
南
郡
守
騰
文
書
」
か
ら
、

「
郷
俗
之
心
不
変
」（
郷
土
の
習
俗
を
重
ん
じ
る
心
は
不
変
）
を
取
り
出
し
て
作

品
化
し
た
。

　
（
Ⅰ
）
の
取
り
組
み
と
は
違
い
、
一
字
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
分
、

デ
ィ
テ
ー
ル
を
大
胆
に
表
現
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
六
文
字
ま
と
め
上
げ
て

全
体
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
列
挙
す
る
。

・�「
郷
」
三
つ
の
部
分
を
左
上
か
ら
右
下
へ
と
組
み
合
わ
せ
る
構
成
、
最
終
画

に
重
み
を
か
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

・「
俗
」
偏
が
上
で
旁
が
下
と
な
る
構
成
、
右
側
の
二
点
を
太
く
表
現
す
る
。

・「
之
」
直
線
的
な
左
下
へ
の
斜
画
、
や
や
下
側
へ
反
る
最
終
画
。

・「
心
」
右
下
へ
重
さ
を
か
け
る
最
終
画
。

・「
不
」
や
や
上
側
に
反
る
横
画
、
重
く
垂
直
に
進
む
縦
画
。

・�「
変
」
左
上
か
ら
右
下
へ
と
組
み
合
わ
せ
る
上
部
の
構
成
、
重
み
を
表
現
す

る
左
へ
の
運
筆
と
最
終
画
。

　

偏
旁
関
係
を
中
心
に
、
構
成
が
右
下
が
り
と
な
る
こ
と
が
、
前
出
の
特
徴

（
①
～
⑧
）
に
加
わ
る
。
し
か
し
、
文
字
の
傾
き
は
概
ね
右
上
が
り
で
、
そ
れ

が
全
体
性
を
高
め
る
手
段
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
画
の
位
置
や
、
墨
の
潤
渇

や
運
筆
の
速
度
の
調
整
に
よ
っ
て
、
傾
き
を
揃
え
る
よ
う
に
演
出
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
作
品
と
し
て
の
充
実
度
を
増
す
た
め
に
、
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
の
は

「
心
」
の
最
終
画
。「
郷
」「
変
」
が
画
数
の
あ
る
字
形
な
の
で
、紙
面
中
央
部
に
、

重
み
や
動
き
の
あ
る
筆
画
が
不
可
欠
と
な
る
。
最
初
は
、
原
本
の
よ
う
に
、
太

さ
の
あ
る
斜
画
で
表
現
を
試
み
た
が
、
そ
う
す
る
と
右
下
方
向
へ
の
力
が
増
幅

し
て
縦
の
流
れ
が
強
く
な
り
、
横
へ
の
動
き
ひ
い
て
は
字
幅
が
不
足
す
る
。
加

え
て
前
後
の
文
字
の
筆
画
か
ら
、
紙
面
左
右
の
余
白
が
多
く
な
る
。
そ
こ
で
楚

簡
に
見
ら
れ
る
曲
線
的
に
大
き
く
回
る
最
終
画
を
取
り
入
れ
た
。

　

側
筆
で
入
っ
て
、
回
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
筆
圧
を
か
け
、
中
鋒
に
戻
し
て
右

側
に
勢
い
よ
く
払
い
出
す
。
単
な
る
斜
画
と
言
う
よ
り
は
、
縦
画
か
ら
横
画
と

い
っ
た
運
筆
と
な
り
、
横
画
の
イ
メ
ー
ジ
が
増
幅
さ
れ
、
字
幅
も
出
る
。
こ
の

切
り
替
え
部
分
、
お
よ
び
右
へ
の
払
い
出
し
に
ス
ト
ロ
ー
ク
が
発
揮
さ
れ
た
も

の
が
完
成
作
品
と
な
っ
た
。

（
Ⅲ
）
過
鉄

　
　
（
六
〇
㎝
×
八
〇
㎝
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
、
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
）
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睡
虎
地
秦
簡
中
の
文
字
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
、
横
長
形
式
の
紙
面
に
表
現
す
る

と
い
う
試
み
。
縦
書
き
専
用
の
文
字
を
横
に
配
置
す
る
の
だ
か
ら
、
無
理
は
伴

う
が
、
そ
の
中
で
書
風
の
特
徴
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
高
め
る
こ
と
を

目
指
す
探
究
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
筆
画
の
ア
レ
ン
ジ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
が
、
ト
ー
タ
ル
で
書
風
の
特
徴
を
醸
せ
れ
ば
成
功
と
い
う
よ
う
に
解
釈

し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
と
ば
は
「
過
鉄
」（
劉
献
廷
『
広
陽
雑
記
』）
に
選
定
。
鉄
製
の
刃
が
抜
群

の
切
れ
味
を
見
せ
る
意
味
で
、
優
れ
た
人
材
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
も
用
い
る
。

書
道
文
化
の
普
及
と
深
化
を
目
指
す
仲
間
た
ち
と
の
展
示
な
の
で
、
切
磋
琢
磨

す
る
意
義
も
含
ん
で
い
る
。
こ
と
ば
の
よ
う
に
、
切
れ
味
あ
る
爽
快
な
作
風
に

仕
上
げ
た
い
。

　

と
も
に
「
秦
律
雑
抄
」
か
ら
文
字
を
取
り
出
し
て
ま
と
め
る
。
た
だ
、
原
本

を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
横
に
広
が
り
や
す
い
字
形
の
「
過
」、
縦
に
積
み
重

ね
る
字
形
の
「
鉄
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、二
字
の
構
築
性
が
そ
も
そ
も
異
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
課
題
と
な
っ
た
の
は
、「
鉄
」
の
金
偏
の
位
置
。（
Ⅱ
）
で
の

デ
ィ
テ
ー
ル
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
上
部
は
左
上
か
ら
右
下
方
向
へ
組
み
合
わ
せ

る
構
成
で
あ
る
。
原
本
の
よ
う
に
最
上
段
に
上
げ
て
し
ま
う
と
、
大
き
な
上
部

が
下
部
を
押
し
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
ト
な
り
、「
過
」
と
の
重
心
が
違
っ

て
ま
と
ま
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
縦
に
並
べ
る
際
と
は
違
っ
て
、
横
に
並
べ
る

際
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
と
な
る
。
と
に
か
く
、
文
字
重
心
を
し
っ
か

り
と
揃
え
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
用
い
た
の
が
、「
鉄
」の「
戈
」の
右
下
方
向
へ
斜
画
を
大
胆
に
伸
ば
し
、

「
鉄
」
の
文
字
重
心
を
ぐ
っ
と
上
げ
る
と
と
も
に
、「
過
」
と
の
関
連
を
強
め
る

こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、「
過
」
の
「
冂
」
の
上
辺
を
、「
鉄
」
金
偏
の
横
画
（
下

か
ら
二
本
目
）
と
位
置
を
揃
え
る
こ
と
で
、
二
字
の
文
字
重
心
の
安
定
を
図
る
。

さ
ら
に
、次
の
事
項
を
盛
り
込
ん
で
、二
字
の
関
連
性
や
デ
ィ
テ
ー
ル
を
強
め
た
。

・�

原
本
「
鉄
」
金
偏
の
「
𠆢
」
が
三
角
形
で
印
象
的
。「
鉄
」
の
「
呈
」、「
過
」

の
「
口
」
を
同
様
の
三
角
形
と
す
る
。

・�「
過
」
の
「
辶
」
一
画
目
の
点
と
、「
鉄
」
の
「
戈
」
左
下
方
向
へ
の
斜
画
を

同
一
線
上
に
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
。

・�

原
本
の
右
上
が
り
の
字
形
を
強
調
す
る
た
め
に
、
横
画
を
で
き
る
だ
け
平
行

に
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
。

・�「
過
」
の
「
辶
」、「
鉄
」
の
「
戈
」
右
下
方
向
斜
画
の
は
ね
出
し
と
を
か
み

合
わ
せ
る
印
象
に
。
筆
勢
を
重
視
。

・�「
過
」
の
「
咼
」、「
鉄
」
金
偏
を
左
右
対
称
に
配
置
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
で

ま
と
め
る
。
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こ
の
よ
う
な
工
夫

を
も
と
に
、
ス
ト

ロ
ー
ク
を
効
果
的
に

発
揮
で
き
た
の
が
、

完
成
作
品
で
あ
る
。

　

初
め
は
、
横
に
並

べ
る
こ
と
は
不
可
能

と
感
じ
ら
れ
た
二
字

で
あ
っ
た
が
、
前
述

の
事
項
を
盛
り
込
ん

で
い
く
こ
と
で
、
睡

虎
地
秦
簡
を
基
盤
と

し
た
創
作
作
品
を
仕

上
げ
る
こ
と
に
至
っ

た
。
思
い
返
し
て
も

実
に
楽
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

三
、
里
邪
秦
簡
を
題
材
と
し
た
取
り
組
み

（
Ⅳ
）
臨
里
邪
秦
簡

（
二
二
七
㎝
×
五
二
㎝
×
四
幅
、
二
〇
一
三
年
七
月
・
四
国
大
学
交
流
プ
ラ
ザ
）

　

里
邪
秦
簡
の
臨
書
作
品
は
、
拙
稿
（
Ⅱ
・
二
〇
一
一
年
）
で
取
り
組
ん
だ
経

緯
が
あ
る
。
今
回
は
、
さ
ら
に
刷
毛
状
の
線
質
が
印
象
深
い
書
風
の
木
牘
を
臨

書
す
る
。

　

筆
書
内
容
は
、（
Ⅰ
）
同
様
の
罪
を
あ
が
な
う
記
述
部
分
。
ま
ず
は
、
前
章

の
睡
虎
地
秦
簡
の
書
風
と
の
比
較
を
挙
げ
る
。

①
太
め
の
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
や
や
刷
毛
状
の
線
質

❷
縦
画
を
強
調
し
た
縦
長
の
字
形

③
転
折
部
に
よ
り
や
や
丸
味
を
帯
び
た
字
形

❹
右
下
が
り
の
文
字
の
構
造

⑤
後
の
波
磔
に
つ
な
が
る
筆
勢

⑥
右
下
方
向
へ
は
筆
の
太
い
面
を
活
用

⑦
左
下
方
向
へ
は
筆
の
細
い
面
を
活
用
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❽
密
度
の
あ
る
章
法

　
（
①
③
⑤
⑥
⑦
は
共
通
点
。
❽
は
同
じ
く
睡
虎
地
秦
簡
「
法
律
答
問
」
に
も

見
ら
れ
る
雰
囲
気
で
、
牘
の
形
状
で
左
右
の
行
と
の
関
連
か
ら
発
生
す
る
印
象
。

❷
❹
は
里
邪
秦
簡
の
特
徴
。
た
だ
睡
虎
地
秦
簡「
治
獄
程
式
」の
み
共
通
す
る
。）

　

さ
ら
に
こ
の
木
牘
で
は
⑤
の
特
徴
が
、
横
画
を
伸
ば
す
部
分
で
顕
著
に
表
現

さ
れ
る
。
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
文
字
で
は
右
上
が
り
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

❹
の
特
徴
に
新
た
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
木
牘
の
後
半
部
分
で

は
、
筆
書
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
気
味
と
な
る
せ
い
か
、
字
幅
が
狭
く
な
り
、
❹
の

特
徴
が
一
層
激
し
く
な
る
。
こ
の
文
字
の
傾
き
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
臨
書

作
品
と
し
て
再
現
す
る
際
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文
字
の
傾
き
を
大
胆
に
表
現
す
る
と
全
体
の
統
一
感

を
失
う
。
基
本
は
水
平
を
軸
と
し
、
少
し
ず
つ
変
化
を
盛
り
込
ん
で
い
く
方
法

を
と
っ
た
。
⑥
の
特
徴
を
重
く
な
り
過
ぎ
ぬ
よ
う
に
、
⑦
は
細
さ
が
極
端
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
ス
ト
ロ
ー
ク
を
効
か
せ
て
い
く
。
長
め
の
横
画
に
表
れ
る
⑤
を
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
画
の
特
徴
も
盛
り
込
ん
で
い
く
う
ち
に
、
❹
を
含
ん
だ

文
字
の
傾
き
も
、
自
然
な
雰
囲
気
で
再
現
で
き
た
と
思
う
。
木
牘
に
は
見
ら
れ

な
い
墨
の
潤
渇
も
合
わ
せ
、
前
回
の
取
り
組
み
に
は
な
か
っ
た
❽
の
特
徴
を
強

く
打
ち
出
す
作
風
と
な
っ
た
。
と
同
時
に
、
一
気
呵
成
に
筆
書
す
る
重
要
性
も

再
確
認
す
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

（
Ⅴ
）
帰
雁

（
一
八
〇
㎝
×
九
〇
㎝
、
二
〇
一
三
年
七
月
、
四
国
大
学
交
流
プ
ラ
ザ
）

　

作
品
展
示
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
阿
波
の
風
景
」
の
も
と
、「
帰
雁
」（
王

維
「
使
至
塞
上
詩
」）
を
筆
書
す
る
こ
と
ば
に
選
定
。
私
の
住
む
吉
野
川
下
流

域
は
、
夕
方
に
な
る
と
ね
ぐ
ら
に
帰
る
雁
の
群
れ
が
長
々
と
続
く
。
身
近
な
風

物
詩
と
言
え
る
の
が
理
由
で
あ
る
。

　

モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
の
は
里
邪
秦
簡
中
の
文
字
。
と
も
に
❹
の
デ
ィ
テ
ー
ル

が
顕
著
で
、
切
れ
味
あ
る
筆
画
が
目
立
つ
。
た
だ
、
こ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
あ
ま

り
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
字
幅
が
狭
く
な
り
、
文
字
の
豊
か
さ
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
よ
っ
て
、
次
の
事
項
を
盛
り
込
ん
で
、
二
字
の
関
連
性
や
デ
ィ
テ
ー
ル

を
強
め
た
。

・�「
帰
」
旁
部
を
上
げ
て
、
偏
部
の
最
終
画
の
角
度
を
緩
や
か
に
す
る
。

・�「
雁
」
の
「
广
」
の
横
画
、「
鳥
」
の
羽
を
表
す
部
分
の
右
下
が
り
を
緩
や
か

に
す
る
。「
鳥
」
の
上
部
の
丸
味
を
活
か
し
つ
つ
も
や
や
縮
小
し
て
、「
帰
」

と
重
心
を
揃
え
る
よ
う
に
す
る
。
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こ
の
よ
う
な
試
行
を
繰
り
返
し
、
ま
と
め
た
草
稿
（
縮
小
版
）
を
挙
げ
る
。

草
稿
（
四
分
の
一
）

　

草
稿
を
基
盤
に
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
紙
面
に

応
じ
て
力
強
さ
を
増
す
必
要
が
生
じ
る
。
す
る
と
右
上
が
り
の
筆
画
を
入
れ
た

方
が
、
動
き
が
出
て
筆
画
を
彩
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、「
雁
」
の
丸
味
を
帯
び
た
筆
画
を
「
帰
」
に
も
導
入
し
、
文
字
の

豊
か
さ
と
と
も
に
二
字
の
関
連
性
を
一
層
強
め
た
い
。
中
鋒
と
側
筆
を
大
胆
に

用
い
た
ス
ト
ロ
ー
ク
が
発
揮
で
き
た
も
の
が
完
成
作
品
と
な
っ
た
。

　

随
所
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
も
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
引
き
出
す
と
い
う
作

品
制
作
は
、
そ
の
兼
ね
合
い
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
同
時
代
の
文
字
資
料
へ

の
理
解
度
、
ま
た
様
々
な
書
風
へ
通
じ
る
必
要
性
を
改
め
て
自
覚
す
る
取
り
組

み
と
な
っ
た
。

（
Ⅵ
）
遷
復

（
一
八
五
㎝
×
七
五
㎝
、
二
〇
一
三
年
九
月
、
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
）

　
（
Ⅳ
）
と
同
じ
く
里
邪
秦
簡
中
の
文
字
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
作
品
制
作
。

大
東
文
化
大
学
卒
業
生
（
徳
島
県
）
に
よ
る
隔
年
開
催
の
作
品
展
（
桐
雲
会
書

作
展
）
へ
の
出
品
で
あ
る
。
振
り
返
る
こ
と
の
大
切
さ
を
表
す
「
遷
復
」（
李

陽
冰
「
上
李
大
夫
論
古
篆
書
」）
を
筆
書
す
る
こ
と
ば
に
選
定
し
、
同
じ
牘
の

中
か
ら
二
文
字
を
取
り
出
し
た
。

　

細
か
い
文
字
の
牘
な
の
で
、
繊
細
な
筆
触
が
う
か
が
え
る
。（
Ⅴ
）
で
挙
げ

た
デ
ィ
テ
ー
ル
を
有
し
な
が
ら
も
、
行
書
の
よ
う
な
柔
軟
さ
を
備
え
た
爽
や
か

さ
が
あ
り
、
①
❽
の
特
徴
は
顕
著
で
は
な
い
。
今
回
は
む
し
ろ
そ
の
印
象
を
重
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視
し
た
制
作
と
な
っ
た
。

　

よ
っ
て
デ
ィ
テ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
❹
お
よ
び
⑥
⑦
を
ア
レ
ン
ジ
す

る
方
法
を
と
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

❹
の
右
下
が
り
の
構
成
に
つ
い
て

・�「
遷
」
は
里
邪
秦
簡
中
の
他
の
字
形
も
盛
り
込
ん
で
字
幅
の
出
な
い
構
成
へ
。

よ
っ
て
右
方
向
へ
大
き
く
張
り
出
す
部
分
も
、
右
上
が
り
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト

に
ア
レ
ン
ジ
。

・�「
復
」
は
旁
部
上
部
の
角
度
を
や
や
右
上
が
り
に
ア
レ
ン
ジ
。

　

⑥
の
右
下
方
向
へ
は
筆
の
太
い
面
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・�「
復
」
最
終
画
は
中
鋒
を
効
果
的
に
活
用
し
て
細
く
強
靱
な
線
へ
ア
レ
ン
ジ
。

　

⑦
の
左
下
方
向
へ
は
筆
の
細
い
面
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・�「
遷
」「
復
」
と
も
に
、
左
下
方
向
へ
の
斜
画
は
重
み
を
も
た
せ
る
タ
イ
プ
へ

ア
レ
ン
ジ
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
行
書
的
な
雰
囲
気
を
重
視
し
た
作
品
へ
と
い
う
狙
い

か
ら
生
じ
た
ア
レ
ン
ジ
で
、
ま
さ
に
、
秦
隷
の
特
徴
を
大
き
く
変
更
す
る
制
作

で
あ
る
。
デ
ィ
テ
ー
ル
の
核
と
な
る
部
分
を
排
除
し
、
学
書
の
経
験
と
新
た
な

行
書
的
な
書
風
で
ま
と
め
る
と
い
う
意
味
で
、（
Ⅴ
）
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
貴

重
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
。
青
山
氏
が
「
生
動
」
を
「
新
鮮
な
勢
い
」
と
訳
し

た
感
覚
を
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
体
感
で
き
た
よ
う
に
も
思
え
た
（
注
二
）。

（
Ⅶ
）
送
鬼

（
四
一
㎝
×
六
七
㎝
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
、
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
）

　

里
邪
秦
簡
中
の
文
字
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
、（
Ⅲ
）
同
様
に
横
長
形
式
に
ま
と

め
る
取
り
組
み
で
、
い
ず
れ
も
（
Ⅳ
）
の
文
字
を
活
用
す
る
。
悪
魔
を
は
ら
う

意
味
の
「
送
鬼
」（『
暌
車
志
』）
を
筆
書
す
る
こ
と
ば
に
選
定
し
た
。

　
「
鬼
」
字
は
、青
山
氏
の
「
祈
天
鬼
」（
一
九
八
四
）
や
「
斬
鬼
」（
一
九
八
七
）、

そ
し
て
「
書
鬼
」（
一
九
九
二
）
で
象
徴
的
な
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

と
く
に
「
斬
鬼
」
は
右
上
が
り
の
字
形
で
、
伸
び
や
か
な
右
下
方
向
へ
の
斜
画
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が
印
象
深
い
。
当
然
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
で
の
制
作
で
あ
る
。

　
（
Ⅲ
）
に
引
き
続
き
、文
字
重
心
を
ど
う
や
っ
て
揃
え
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

「
送
」は
低
く
、「
鬼
」は
高
い
。
よ
っ
て「
送
」は
ス
マ
ー
ト
な
字
形
に
し
て
、「
鬼
」

は
上
部
を
大
き
く
し
て
重
心
を
下
げ
る
。
同
時
に
右
上
が
り
の
角
度
も
揃
え
る
。

「
送
」
は
や
や
右
上

が
り
し
、「
鬼
」
は

左
下
方
向
へ
の
斜
画

の
勢
い
を
少
し
抑
え
、

左
側
へ
ぐ
っ
と
起
こ

す
よ
う
に
す
る
。
右

下
方
向
斜
画
が
伸
び

る
の
で
、
⑥
の
デ
ィ

テ
ー
ル
を
強
調
し
た

い
。

　

重
心
と
傾
き
を
揃

え
て
、
バ
ラ
ン
ス
は

と
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
単
純
な
筆
画

の
た
め
、
一
画
の
比

重
が
大
き
く
、
線
の

多
様
性
が
必
要
と
な
る
。
筆
の
穂
先
の
動
き
を
丁
寧
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
運

筆
の
速
度
や
線
の
肥
痩
も
繊
細
か
つ
大
胆
に
用
い
た
い
。
通
常
よ
り
墨
の
濃
度

を
薄
め
に
し
て
、
な
め
ら
か
な
筆
の
動
き
が
出
た
も
の
を
完
成
作
品
と
し
た
。

興
味
深
い
風
趣
を
醸
す
こ
と
も
で
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

三
、
秦
簡
の
書
風
を
基
盤
に

（
Ⅷ
）
嘉
粟

（
一
八
〇
㎝
×
九
〇
㎝
、
二
〇
一
二
年
七
月
、
四
国
大
学
交
流
プ
ラ
ザ
）

　
（
Ⅰ
）と
同
じ
く
、「
阿
波
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
展
示
。同
様
に
語
源
の「
粟
」

を
重
視
し
て
、
豊
か
な
実
り
を
意
味
す
る
「
嘉
粟
」（『
宋
書
』
符
瑞
志
下
）
を

こ
と
ば
に
選
定
し
た
。
基
盤
と
す
る
の
は
秦
簡
の
書
風
。
里
邪
秦
簡
か
ら「
嘉
」、

睡
虎
地
秦
簡
か
ら
「
粟
」
個
々
に
取
り
出
し
、
作
品
と
し
て
の
充
実
と
調
和
を

目
指
す
。

　

と
も
に
縦
に
筆
画
を
積
み
重
ね
る
字
形
で
、
作
品
と
し
て
ま
と
め
る
に
は
大

変
腐
心
し
た
。
草
稿
の
段
階
か
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
が
、
な
か
な
か
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紙
面
を
支
配
す
る
運
筆
が
で
き
な
い
。
左
右
へ
の
動
き
が
表
現
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
暗
中
模
索
の
日
々
が
続
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
唯
一
動
き
が
出
せ
そ
う
に
感
じ
た
の
は
、「
嘉
」
上
部

の
「
口
」
で
あ
る
。
里
邪
秦
簡
か
ら
挙
げ
た
文
字
で
は
、
一
筆
で
時
計
回
り
に

回
し
て
「
口
」
と
し
て
い
る
。
反
対
回
り
に
下
部
の
「
口
」、
同
様
に
「
粟
」

上
部
「
西
」
に
持
ち
込
ん
で
ま
と
め
た
の
が
、
挙
げ
た
作
品
で
あ
る
。

　

文
字
資
料
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
ど
こ
ま
で
活
か
し
て
い
る
か
、
鑑
賞
者
の
判
断

に
委
ね
る
し
か
な
い
。
た
だ
、
睡
虎
地
秦
簡
の
右
上
が
り
の
構
成
（
④
）
に
ま

と
め
る
が
、「
口
」
や
「
西
」
の
転
折
部
を
右
下
が
り
の
構
え
と
し
て
、
里
邪

秦
簡
❹
の
デ
ィ
テ
ー
ル
も
活
か
し
た
。「
口
」「
西
」
を
一
気
に
運
筆
し
た
こ
と

で
③
の
デ
ィ
テ
ー
ル
、さ
ら
に
「
粟
」
の
最
終
画
で
の
⑥
の
デ
ィ
テ
ー
ル
、「
嘉
」

の
「
力
」
で
は
⑦
の
デ
ィ
テ
ー
ル
と
、随
所
に
両
秦
簡
の
特
徴
が
自
然
に
表
れ
た
。

　
（
Ⅵ
）
同
様
に
、
私
は
「
生
動
」
が
少
し
関
与
し
た
結
果
と
感
じ
て
い
る
。

偶
然
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
で
あ
る
し
、
必
然
と
言
え
ば
そ
う
で
あ
る
。「
嘉
」

上
部
「
口
」
を
角
張
り
な
が
ら
も
一
気
に
筆
書
し
た
流
れ
が
、
そ
の
ま
ま
そ
れ

以
降
の
筆
書
に
つ
な
が
り
、
線
路
の
上
を
列
車
が
走
る
よ
う
に
、
導
か
れ
る
ま

ま
に
運
筆
し
た
と
い
う
不
思
議
な
感
覚
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
に
あ
っ
て
も
、

こ
の
よ
う
な
デ
ィ
テ
ー
ル
が
筆
書
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
、
臨
書
の
経
験
と
、

作
品
を
ま
と
め
る
際
の
苦
悩
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

お
わ
り
に

　

残
念
な
が
ら
私
は
不
器
用
で
、
卓
越
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
発
想
は
持
ち
得
な
い
。
そ
れ
は
拙
稿
に
表
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
よ
っ

て
新
た
な
書
表
現
を
確
立
す
る
な
ど
と
は
微
塵
も
思
わ
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら

古
典
と
言
わ
れ
る
文
字
資
料
や
能
書
家
の
書
風
に
寄
り
添
っ
て
、
少
し
で
も
近

付
き
た
い
と
取
り
組
み
を
重
ね
る
し
か
や
り
よ
う
が
無
い
。

　

よ
っ
て
少
字
数
の
作
品
に
お
い
て
も
、
筆
書
す
る
こ
と
ば
の
選
定
は
、
秦
簡

内
に
見
ら
れ
る
文
字
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
ば
の
み
で
あ
る
。
秦
簡
に
無
い
文
字

を
、
自
分
で
そ
れ
ら
し
く
創
作
す
る
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
で

き
る
だ
け
良
い
意
味
の
こ
と
ば
が
好
ま
し
い
の
で
、
臨
書
作
品
と
辞
典
を
見
比

べ
な
が
ら
の
選
定
方
法
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
消
極
的
な
過
程
を
た
ど
り
な
が
ら
の
制
作
で
あ
る
。

作
品
に
な
り
づ
ら
い
こ
と
ば
を
筆
書
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
融
通
の
利
か
な

い
私
は
、
や
っ
と
の
思
い
で
選
定
し
た
そ
の
こ
と
ば
を
書
き
続
け
る
こ
と
し
か

で
き
な
い
。
自
分
で
自
分
を
苦
し
め
る
よ
う
な
切
な
い
気
持
ち
に
も
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
に
あ
っ
て
も
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
展
開

を
見
せ
る
と
き
が
必
ず
生
じ
る
。
新
た
な
試
み
を
導
入
し
た
時
等
が
そ
れ
で
、

当
探
究
で
は
そ
れ
を
「
生
動
」
と
解
釈
し
た
。

　

青
山
氏
は
さ
ら
に
「
気
韻
」
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
「
生
動
」
の
前
段
階
に

お
け
る
、
筆
書
に
臨
む
際
の
す
べ
て
が
充
実
す
る
と
も
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、
幅
広
い
学
書
、
そ
れ
を
深
め
る
実
践
と
探
究
が
不
可
欠
で
あ

る
。
理
想
的
な
「
気
韻
」
か
ら
比
較
す
れ
ば
、
か
な
り
小
規
模
な
段
階
で
は
あ

る
が
、
僅
か
な
「
生
動
」
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
探
究
の
成
果
の
一
端
を
得

た
と
言
え
る
。
そ
の
頻
度
を
上
げ
る
た
め
に
も
、「
気
韻
」
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
。

（
注
）

一�

．
青
山
杉
雨
著
「
隷
書
様
式
の
木
簡
に
つ
い
て
」
／
『
書
道
技
法
講
座
⑲
木
簡
』

（
一
九
七
二
年
・
二
玄
社
）

二
．
青
山
杉
雨
著
『
青
山
杉
雨
書
法
』（
一
九
七
六
年
・
尚
学
図
書
）

（
使
用
文
房
具
）　

・�

筆
は
、（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）（
Ⅳ
）（
Ⅶ
）
で
は
、
直
径
九
㎜
、
毛
の
長
さ
五
〇
㎜
の

兼
毫
筆
（
久
保
田
号
「
杉
影
」）。（
Ⅵ
）（
Ⅷ
）
で
は
、
直
径
二
〇
㎜
、
毛
の
長
さ

一
〇
五
㎜
の
兼
毫
筆
（
玉
蘭
堂
「
杉
雨
清
玩
」
中
）、（
Ⅴ
）
で
は
、
直
径
二
五
㎜
、

毛
の
長
さ
一
三
〇
㎜
の
兼
毫
筆
（
同
じ
く
「
杉
雨
清
玩
」
大
）
を
使
用
。

・�

墨
は
、
純
油
煙
原
料
の
墨
汁
（
書
芸
呉
竹
「
純
黒
」）
を
水
で
薄
め
て
使
用
。

・�

画
仙
紙
は
、
厚
め
の
台
湾
製
画
仙
紙
（
鳴
鳳
堂
「
雅
城
箋
厚
口
」）
を
使
用
。


